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七慈（じ、巴 metta［メッター］梵： maitrTマイトリー、莱： lovLng-:-kindness)とは、仏教の概念で人々(

（仏教ー慈愛） 琴とーは生且ゑ辿釦と應区友―ーの‘こ慈止ニ益止少⑫こユt止玉上 また、それらに楽を与えたいと
1 ・ ヽ`いつ心を持つこと。「抜古与楽」の「与楽」に相当する。涌 愛（じあい）とも訳される。

・ 四無量心（四梵住）としてまとめられる4つ徳目「慈・悲・喜・捨」（じ・ひ・き・しゃ）の最初の1つ。

譴 屈疇 空ま二 の生命に対戸 楽を呈え吋炉悶訟除く迄 （抜昔与且込を望む心の働きをいう

場合に用い
、目下の相手に対する「あわれみ、ヰ伯、慈しみ」(mercy）の気持

られる。

慈悲は元来、 4つある四無量心（四梵住）の徳目「慈・悲・喜・捨」（じ・ひ・き・しゃ）の内、最初の2つを
ひとまとめにした用語・概念であり、本来は慈（いつくしみ）、悲（あわれみ）と、別々の用語・概念である[1]。
慈はサンスクリット語の「云イ↓ド）ー 佃叫rmに由来し、「ミトラ (mitta)」から造られた抽象名詞ヱ

たいという心」＠意味←ーあるp

釦 せサンフユJ五上謡おユuk,1II●9-ll諷由来し「一人冬の苦を抜きたし:と願う心」の惹 ．ヱある ー^大乗仏教においては、
この他者の苦しみを救いたいと願う「悲」の心を特に重視し、「大悲」(maha-Karuna)と称する。
これはキリスト教などのいう、優し＿さや憐憫の想上ヽ ではt‘い ム
すべての現象は縁起の法則で生じる中立的なも

ふ 。1教においては一切の生産且3平等であるp卦彗 ＿も主-.、
のであるというのが、仏教の中核概念であるからである[1]。
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蔵言 31.01 マサの王レムエルが母から受けた戒めのことば。

シラ書

31.02 私の子よ、何を言おうか。私の胎の子よ、何を言おうか。私の誓願の子よ、何を言おうか。
31.03 あなたの力を女に費やすな。あなたの生き方を王たちを消し去る者にゆだねるな。
31.04 レムエルよ。酒を飲むことは王のすることではない。王のすることではない。「強い酒はどこだ」とは、

君子の言うことではない。
31.05 酒を飲んで勅令を忘れ、すべて悩む者のさばきを曲げるといけないから。
31.06 強い酒は滅びようとしている者に与え、ぶどう酒は心の痛んでいる者に与えよ。
31.07 彼はそれを飲んで自分の貧しさを忘れ、自分の苦しみをもう思い出さないだろう。
31.08 あなたは口のきけない者のために、また、すべての不幸な人の訴えのために、口を開け。
31.09 口を開いて、正しくさばき、悩んでいる人や貧しい者の権利を守れ。

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * 
31.JO .. .)...2叫 り3麦をだ払必昂2..Lt函五＊と必エ主と2。』彼女の値土北K真珠辻比l屯るかl3尊k‘n
31.11 夫の心は彼女を信頼し、彼は「収益」に欠けることがない。
31.12 彼女は生きながらえている間、夫に良いことをし、悪いことをしない。
31.13 彼女は羊毛や亜麻を手に入れ、喜んで自分の手でそれを仕上げる。
31.14 彼女は商人の舟のように、遠い所から食糧を運んで来る。
31.15 彼女は夜明け前に起き、家の者に食事を整え、召使いの女たちに用事を言いつける。
31.16 彼女は畑をよく謂べて、それを手に入れ、自分がかせいで、ぶどう畑を作り、

凶且t締め、勇圭ーしく腕をふるう
は夜になっても消えない。

31.19 彼女は糸取り棒に手を差し伸べ、手に糸巻きをつかむ。

砧及し彼哀L圭悩ん又翠 俎 手吝芸l杜廿c鼻衷以投広；土手吝等し伸企し和
31.21 彼女は象の者のだめE雪を恐れない。家の者はみな、あわせの着物を着ているからだ。
31.22 彼女は自分のための敷き物を作り、彼女の着物は亜麻布と紫色の撚り糸でできている。

誌筵炉ー‘り
れ ユこ地の長老t＃泣：心と和jヰ出こ漬ふ

31.24 彼女は亜麻布の着物を作って、元、帯を作って、商人に渡す。

3~菓左は力ね紐却江字ぶ猛迄叫遁組醒
也 lょ呻虻頃釦凶駒、よ匁の主屯翻姐辿廷藝
31.27 彼女ぽ蒙族わ様子をよく見張り、怠情のパンを食べない。
31.28 その子たちは立ち上がって、彼女を幸いな者と言い、夫も彼女をほめたたえて言う。
31.29 「しつかりしたことをする女は多いけれど、あなたはそのすぺてにまさっている」と。

翌骨鱗喫祖籠輯託 希丑翌 摯認慕認ば°えよ。

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * 
榊 母彼＿嗜富註鬱譴醤均する。
26.03 良い妻は良い分け前／主を畏れる者に分け前として与えられる。
26.04 金持ちヱ土堕孟でも、彼の心は豊かで／どのような時も顔は晴れやかだ。
鱈 私あ心は三つの屯あだ禾要を冠記ア西ち百おものIごぽ：頭を向7子否あさえ恐ろしい。／

町の人々からの中傷、暴徒の群れ／誹謗。これらはすべて、死よりも耐え難いものだ。
26.06 女どうしの嫉妬は、心痛と悲嘆の種／舌の鞭はこれらすべてに関わる。

麟暑9見ギ心揺也合長4虹立卸はうよ立靱は乙琴 土を立迅うと誌に等しい。
の妻は、激しい，I:,ヽ りを招き／その醜態を隠さない。

26.09 女の淫らな性格は、目のつり上がり具合と／流し目で、分かるものだ。
26.10 強情な娘には、見張りを厳重にせよ。／さもないと、手ぬるいと見て／それを利用しないとも限らない。
26.11 厚かましい目つきに警戒せよ。／彼女がお前に対して過ちを犯しても、驚くな。
26_.12 喉が渇いた旅人が口を開けて／手当たりしだいにどんな水でも飲むように／どんな杭の前にも

しやがみ込み／矢に向かって矢筒を開く。

酎 桧琵 音鴫ざ ／ま、-tt]磨ii旦詮は何ものにも代えられない。

堡上し慎且忍恥妻上 魅力！三溢れ乙自御l心Qあゐ妻の価値は9土り知れない
26.16 よく整えられた家にいる良い妻の美しさは／主がおられるいと高き所に昇る太陽
26.17 すらりとした体の上の顔の美しさは／聖なゑ燭台の上に繹＜灯。
弱で5氏Jピだががとの正I：：伸 び`る”美じしクヽ脚は／銀お王合―めの］上.. E裾えられた黄金のj主。
症ず 守な言の言下蜃引了喧廉后罰5叩ウ／荼炉宍茫だ万を荘翌t-
26.20 平地をくまなく巡って／所領とする肥沃な土地を探し／お前の素性の良さを信頼して、自分の種を蒔け。
26.21 そうすれば、お前の子孫は生き長らえて／素性の良さへの確信を保ち、大いに繁栄する。
26.22 商売女は、唾のようなものとされ／人妻は、相手の男にとって、死の塔と見なされる。

26.23 律法に背く者には、不信心な妻が与えらが ／圭を塁必ゑ煮L;」も直欠虔生衰屈～与えられゑ。
26.24恥 知ら可？ー安百7不客誉7；；生活だぅうろを設万ヽ し／上品元娘は、失を前にしても恥ずかしがる。
26.25 強情な女は犬に等しいものと見なされ／貞淑な女は、主を畏れる。
26.26 夫を尊敬する女は／誰からも知恵ある者と見られるが／思い上がりのゆえに夫を軽蔑する女は／不信心な弓

として皆の評判となる。／良ぃ栗乏蛾ユ去は垂せである~/4皮Q~命lむユ音に伸1只るからだで
26.27 甲高い声のおしゃべり女は／戦場で敵を敗走させゑ／in：ラッパQようなも旦～と見ら狂乙戦場戸匂同-c_生土舌をす

どのま予ぅ万文あ魂もフ、戦舌房）中で生涯を送るような€のた。 〕


